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今後の方向性

家庭から排出される生ごみや事業者から排出される食品廃棄物の再資源化を進め、地域の特
性や循環資源の性質に応じた最適な規模の循環（地域循環圏）を形成することにより、地域の
状況等に応じた３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を定着させるとともに、“チャレン
ジ８００ごみ減量推進事業”を一層推進し、長野地域における１人１日当たりのごみ排出量のさ
らなる削減により、４年連続で達成した「ごみ減量日本一」の継続を目指す。
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事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

　平成30年9月10日、「長野地域循環圏形成フォー
ラム」を地域循環圏の形成に関連する様々な関係
者約５０名の参加を得て開催した。
　また、ごみ減量情報発信サイト「信州ごみげん
ねっと」に長野地域循環圏形成フォーラムの開催等
に係る記事等を掲載した。

　長野地域循環圏形成フォーラムの開
催や信州ごみげんねっとによる情報発
信を通じ、資源循環に関する考え方や
管内の取組の現状を共有することによ
り、資源循環圏形成の推進に資する基
盤を整え、地域循環圏形成の機運醸成
を図ることができた。管内におけるこれ
ら資源循環に資する取組把握し「長野
地域循環圏形成計画」を策定した。

平成30年9月 平成31年3月

合　　　　　　計 116,441

備考

「地域循環圏の形成」を学ぶ
「長野地域循環圏形成フォーラム」
の開催 112,441

「地域循環圏の形成」を発信する
ごみ減量情報発信サイト「信州ごみ
げんねっと」に、管内の取組事例を
掲載

4,000

成果目標
（成果指標）

・地域循環圏の形成の推進
・１人１日当たりの一般廃棄物排出量（長野管内895g（H28実績））の低減
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（目指す姿）

　地域の特性や循環資源の性質に応じた最適な規模の循環（地域循環圏）を形成することにより、地域の
状況等に応じた３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を定着させるとともに、“チャレンジ８００ごみ
減量推進事業”を一層推進し、長野地域における１人１日当たりのごみ排出量のさらなる削減により、３年
連続で達成した「ごみ減量日本一」の継続を目指す。

現 状 と
課 題

　長野管内の１人１日当たりごみ排出量（H28）は868グラムと、昨年度より27グラム減少したものの全県の
822グラムを上回っている。H29年度は県民フォーラムの開催等により、幅広い年代に向けて食品ロス削減
を意識し、理解深めるきっかけ作りを進めてきたが、今後はこの取組をその一部に取り込んだ地域循環圏
の形成により管内のごみ排出量の長期的な削減を図る。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

（１）「地域循環圏の形成」を学ぶ
　「地域循環圏の形成」に関連する様々な関係者が一堂に会し、考え方や管内の取組の現状を共有し、形
成の推進に資する基盤を整える。
（２）「地域循環圏の形成」を発信する
　ごみ減量情報発信サイト「信州ごみげんねっと」（H29.9.26公開）に、管内の取組事例の取材記事を掲載
し、「地域循環圏の形成」の機運醸成を図る。
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